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はじめに

産婦人科医師不足による出産場所の減少や集約化による産科医療の質
の地域格差が全国的に問題となり、岩手県においても助産外来や院内助
産システムを取り入れ、助産師の専門性を活用する取組みが始まっている。

助産師が助産外来や院内助産システムで自立/自律して助産診断・助産

ケアを行うためには、助産師自身の経験で培ってきた実践能力だけでなく、
その能力をさらに強化するための教育・研修システムが重要となる。

岩手県ではこれまでも助産師を対象とした様々な研修会が実施されてい
るが、特定のレベルアップを目指した研修システムは確立されていなかった。
そのため、助産師個人が研修で新たな知識や技術を学び、意欲を持って職
場に戻った後、臨床での実践に研修での学びを還元することが困難な側面
もあった。

そこで、各自が働く現場の助産師専門性発揮と課題解決に向けた主体的
実践能力を獲得し、多職種ならびに地域と連携しながら、安心・安全な、妊
娠・出産・育児を支える体制整備にも貢献できる能力を強化するために、
「助産実践能力強化研修」を企画・実施した。

◎岩手医科大学付属病院
◎岩手県立中央病院
◎盛岡赤十字病院

◎岩手県立二戸病院

▲県立釜石病院

◎岩手県立宮古病院

◎岩手県立大船渡病院

◎岩手県立磐井病院
◎一関病院

▲岩手県立久慈病院◎出産が可能な病院 ★★
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★出産可能な診療所

★

◎岩手県立中部病院
◎北上済生会病院

岩手県内で出産可能な医療機関

▲正常産のみ扱う病院

ハイリスク時の転送

★

（2013年9月1日現在）

研修の対象

本研修の対象は、産科領域における勤務経験が5年以上の助産師で、
研修目的を明確に持ち、指定された日数の研修を受講可能な者とした。

また、実践現場への学びの還元を見据えた研修であることから、病院
や診療所勤務の助産師の場合は、施設からの推薦書を求めた。

なお、産科領域での勤務経験が５年以上の中堅助産師を対象とした理
由は、助産師としての一定期間以上の経験を持つ者は、基本的な助産
実践能力を有しているとともに、職場における実践や後進指導の主力と
なり、研修の学びを実践場所に還元しやすいと想定されるためである。

研修の目的

本研修は、一定の実践経験を持つ岩手県内の助産師を対象に派遣型・実
践型の研修を行い、助産師個人の助産ケア能力の向上のみならず、研修を
受ける助産師が身を置く周産期医療現場へ研修の学びを還元することと課
題解決を目指すものである。

具体的な研修目標

１．実践現場の助産師の専門性発揮に向けた課題解決やニーズ充足のため
に、他施設での研修で得るべき内容を明確にできる。

２．研修で助産師の知識や技術を実践的に学び、知見を広げることができる。

３．研修で得られた実践的な学びから、実践現場の課題解決やニーズ充足の
ための具体的方策を明確にできる。

４．研修成果を実践現場に還元・活用・実施し、他職種と連携した課題解決や
ニーズ充足に取り組むことができる。

５．一定期間の実践内容を評価し、今後に向けたさらなる課題を明確にできる。

６．研修プロセスを通して、助産師としての視野を広げ、主体的実践能力や自
信を獲得する。

研修の実際

本研修では、受講者が実践現場での課題を踏まえた研修目的を明確にし
た後、対象助産師を県内外の施設に研修生として派遣し、個々の目的に
沿って実践型研修を行う。施設研修前に1回、研修受講者全員を対象にオ

リエンテーションを実施し、施設研修後は、報告会を１～２か月の間隔で２
回行う、延べ6か月にわたる研修である。

「岩手県型の助産師活用による安心・安全な出産・育児支援体制整備事業
－在宅助産師等活動支援事業」として助成を受けて平成22年度に研修を
開始し、平成23年度・24年度は岩手県立大学看護実践研究センターの助
成を受けて開催した。

研修プログラムの概要を以下のとおりで、これまでに研修を３回開催し、
修了者は２５名である。

研修プログラムの概要

◆ 研修申込書の作成と職場からの推薦

受講希望者は職場における課題も含めた自らの研修目的を設定し、
研修希望施設で何をどのように学び、どのように職場に還元したいか
を記載し、職場の上司に推薦書を記載していただく。

◆ 研修オリエンテーション、講義、グループワーク

研修施設の情報提供と研修目的を明確にするために講義とグループ
ワークを行う。講義は平成22年度は「バースセンター開設への取組み」に
ついて栃木県済生会宇都宮病院 小野口浩美氏のご講演、平成23年度・
24年度は、前年度研修受講者による「研修での学びと成果、研修の留意
点と心構え」についてであった。
グループワークでは、各自の研修目的や課題を共有し、施設研修に向け
て目的のさらなる明確化を図る。

◆ 施設での実践的研修

希望した施設での実践的な研修を４～６日間行う。研修施設との連絡は
研修主催側が行うが、研修内容については受講者が施設内の研修担当
者に直接連絡し、具体的な調整を行う。
なお、３年間の施設研修受入先と受講者数は表１のとおりである。

実施年度 人数
恩賜財団
愛育病院

日本赤十字社
医療センター

とも子助産院 矢島助産院 遠野市助産院

平成22 12 2 3 3 3 １

平成23 8 2 2 2 2

平成24 5 1 2 2

合計 25 5 7 7 5 1

表１： 年度別研修受入施設と受講者数

◆ 第１回報告会

研修施設の紹介と個人の学びや研修後に実践現場へ学びを還元する
取組みの計画や現状について、各自15～20分間で報告する。その後、
グループに分かれ、以下のテーマで討議する。
・ 研修での学びや経験を職場にどのように還元していくか。
・ 研修を受け、今後岩手県で助産師として、どのように活動すべきか。

◆ 第２回報告会

各自の実践現場における研修での学びの活用・還元状況、今後の課題
について報告する。その後、グループに分かれ、以下のテーマで討議する。
・ 職場に研修の成果を還元するにあたって現在生じている課題
・ 現在生じている課題を克服するための具体策



研修の効果

2回実施する報告会の各回で、各自の研修目的の到達度（4段階）と研修
に対する感想や意見を書いてもらった。到達度の結果は表2のとおりである。

受講年度 受講者数 報告会 回答数 到達できた やや到達できた
あまり達成
できなかった

平成22 12
第１回 11 3 7 0

第２回 9 0 9 0

平成23 8
第１回 6 3 3 0

第２回 6 0 3 3

平成24 5
第１回 4 2 2 0

第２回 4 0 2 2

合計 25
第１回 21 8 14 0

第２回 19 0 14 5

表２ 受講者の研修目的の到達度 自己評価

研修の効果 （受講生の感想・意見より）

第1回報告会終了後の感想・意見には平成22～24年度のすべてにおい

て、「研修受け入れ先の対応がとても良かった」という声があり、研修先で
「専門性を発揮して活き活きと実践している助産師の姿に触れて勉強になっ
た」「今までの助産ケアを振り返る機会となった」「自分たちが実施して楽しい、
やりがいがあるケアを実践していきたいと思った」など、研修先の助産師と
の出会いを通して、助産師としての自分を見つめる機会となっていた。

また、実践型の研修により、助産ケアの具体的な実践状況やマニュアル
の把握など、施設見学では見えにくい部分が学べることは、本研修の特徴と
いえる。

研修によって鼓舞された助産実践へのモチベーションは時間の経過ととも
に低下する傾向があり、約2か月毎に2回実施する報告会は、モチベーショ
ンの維持にも必要なことと思われた。

研修での学びを職場の実践に還元していくには時間を要するが、他のス
タッフに理解してもらう方策や他職種との連携について工夫を積み重ね、

できることから実践していた。複数年にわたり研修受講者のいる職場では、
還元への取組みを継続するモチベーションを維持しやすい様子があった。

施設研修前の結団式での
グループワークの様子

各自の課題と目的を共有し、

どんな研修ができるか

考えています・・・

第１回報告会の様子

施設研修で得た学びを
研修仲間に報告！

目からうろこの体験も・・・

受講生にとって、研修の進め方や施設研修で良かった点

研修前のグループワーク
・ 前年度の研修生のアドバイスがとても役に立った
・ 前年度の研修生との交流で情報を得ていたので、イメージしやすく、研修
に入りやすかった

施設研修
・ 研修を通して自施設で行われている助産ケアやシステムを見直す機会に
なった

・ 助産師の力を最大限に発揮している姿に触れることができて勉強になった

報告会
・ 他の研修先の情報や施設の現状を知ることができた
・ 同じ課題を抱えているスタッフたちと意見交換ができ、一緒に考えることが
できた

・ 助産師同士が集まり、情報や課題を共有することが非常に有意義だった
・ 他の受講者の報告を受け、自施設でも取り入れたいと思った

大変だったこと困ったこと ・ 今後の課題

施設研修に関して
・ 職場で施設研修の日程を確保することが難しい
・ 研修生の立場として妊産婦にどこまで手をかけてよいか戸惑った

研修成果の職場への還元について
・ 日々の業務の中で研修成果を還元していくことが難しい
・ スタッフに伝えていく時間がとれず、職場への還元に時間を要する

前年度研修生の感想

・ 受講生の発表を聞いて、共感したり前年度の自分の思いがよみがえった
・ 研修での成果を活かして着実に一歩一歩前進していることが実感できた
・ 他の病院での実践の共有の場となることが良い
・ 助産師同士が集まり、情報や課題を共有することが非常に有意義

第２回報告会の様子

おわりに

岩手県の中堅助産師を対象とした、派遣型・実践型の研修は、４～６日間
の期間に先駆的な実践をしている助産師から具体的な助産ケアと学ぶとと
もに、助産師としての自分を振り返る機会にもなっていた。

先駆的な実践を行う施設での研修を効果的に行い、日々の実践に学びを
還元しやすくするために、研修目的をより明確にする施設研修前の受講者
のグループワークや施設研修後に研修内容を報告・共有する施設研修後
の報告会・グループワークの実施は有効であったと考える。

また、研修受講者が複数回顔をあわせ、助産ケアの向上という共通の目
的のもとに情報共有し、一緒に考える機会は、研修における知識・技術の
習得だけでなく、助産師同士の横のつながりを強める効果もあった。

さらに、前年度研修生も一緒に語り合うことは、研修での学びを職場へ還
元する取組みを継続する意欲を高める一助となっていた。

東日本大震災で被災した岩手県において、「助産師としての役割は何か」、

「助産師としてできることは何か」を施設や勤務経験年数の壁を超えて、話
し合う機会は貴重であり、本研修を通して岩手県内助産師の「つながり」を
支援する意義は大きいと考える。

助産実践能力強化研修を修了した助産師


